
中仙教DX 研究部がつながる

　　数学科がタッグを組んで
　　Qubena活用に取り組む

・授業を見合う会をリモートで繋ぐ
・指導案を共有してみんなで活用する
・地域の全職員のTeamを作成しました

家庭学習での課題配布に留まらず、授業
内でQubena（キュビナ）を活用したり、
基礎テスト※をQubenaで行うなど、積極
的にAIドリルを活用しました。
CBT化※に向けた取り組みでもありま
す。

※基礎テスト
朝の15分程度の時間で行う基礎的な学習内容を確認するテスト（国・数・英）
※CBT化
「Computer Based Testing(コンピュータ ベースド テスティング)」の略称で、
コンピュータを使った試験方式のこと。

数学科の教育専門監
を中心にして授業等で
ICT活用に取り組みま
した。



中仙教（地域の研究団体）をDX・授業研究会（授業を見合う会）をリモート
・指導案等をクラウド管理
・リモートの合同研修会

研究会・研修会



　授業を見合う会は、これまで対面にして小中合同で実施
してきましたが、なかなか時間調整が難しく、見に行きた
くも見に行けないという声が多くありました。そこで、中
仙教DXとして授業をリモートで配信、指導案等もクラウド
に保存し、いつでも誰でもどこでも見られるようにしまし
た。全てがリモートになる訳ではなく、対面での授業研究
は多くの気づきがあるので平行して続けていく予定です。
若手教員のためにも、指導案や教材などをクラウドにアッ
プし、同じ地区の同じ学年の子どもたちがどのような学び
をしているのか見える化することで授業力アップにもつな
げていけるのでないかと考えています。

中仙教（地域の研究団体）をDX



　３小学校と１中学校のDX担当者が各校の実践などを話し合う
担当者会議をリモートで行いました。
　「みんなでやってみる！」を合い言葉に、
「こんなアプリあるよ！」「こんな実践もあるよ！」
「夏休み、みんなで取り組める課題をつくろうか？」などと、
月に2回ほどのペースで開催しました。
　本事業の進め方やアプリ等の情報提供の他、共通で実践する
取組など、気軽に話し合う形で行いました。
　気軽に集まって話ができるというのも非常に大切なことだと
感じました。

中仙教（地域の研究団体）をDX

リモートによる担当者会議の開催



小学校協力校との実践

　3小学校では、6年生の学年部会
をつくり、教材研究を進めまし
た。外国語活動では、3校の児童
の発表動画を交流しながら学習を
進めていました。
　こうしたつながりが理想形でもあ
ります。各学年部で教材をシェア
し、職員の働き方改革につなげた
り、若手育成にもつながるものと思
います。
　最終的に一つの中学校に進学して
くることも考え、このような交流を
しておくことは中１ギャップの解消
にもつながると考えています。

地区の３小学校・学年部会をつくる



　LDXアドバイザーの菅原弘一先生（宮教大特任教授）を
お招きして、地域全体での研修を行いました。参集して参
加する方と、リモートで参加する方、ハイブリッド型で研
修を行いました。

　今後もこのような研修会や講演会などは地域全体のチー
ムで共有し、職員がいつでも見られるようにしていくつも
りです。

　また、生徒向けの講演会等も小中の子どもたちのチーム
で録画し、保護者が子どものタブレットで見られるように
対応していこうと考えています。

中仙教（地域の研究団体）をDX

研修会をDX　part.1



中仙教（地域の研究団体）をDX 研修会をDX　part.1

　学校DX戦略アドバイザーの先生を招いて行った研修会の様子です。対面とリモートのハイブリッド型の研修
で、クラウド上で意見の出し合いや練り合いも試みました。
　本地区の教職員が一堂に会して研修をするのは初めてでしたが、このようにハイブリッドにすることで開催
しやすくなったと思います。また、研修の過程や書き出した内容もデータとして残り、振り返ることもできき
ます。地方にある学校間連携のモデルとしても期待できるのではないでしょうか。

対面とリモートのハイブリッド

クラウド上での意見の練り合い



　夏に視察で伺った東京学芸大学附属小金井小学校の鈴木
秀樹教諭、佐藤牧子養護教諭をお招きして講演会&研修会
を行いました。本地区の研修でしたが、規模を拡大し大仙
市内の学校全体に告知し開催しました。
　大仙市教育委員会教育研究所のTeamからライブ配信と
オンデマンド視聴を行いました。市内の学校が繋がってい
るからこそできる研修会となりました。
　他教科の研修会や講演会等もオンデマンド視聴できるも
のは積極的にこのTeamを活用できると有益だと感じまし
た。（著作権や肖像権等の課題をクリアする必要あり）

中仙教（地域の研究団体）をDX

研修会をDX　part.2



中仙教（地域の研究団体）をDX 研修会をDX　part.2

　講演の内容は、「ICTを活用してインクルーシ
ブ教育の充実について」と題して、子どもを主語
にした授業作りを考えていくと自然とICTを使っ
ていくことになるというもの。困難を抱える子ど
もにどのように支援していくべきか、すべて一律
に指導するのではなく、子ども一人一人に寄り添
った指導をする（side by side）考え方とICTは非
常に親和性が高く、今後の授業の在り方を考える
上で大変参考になりました。
　また、生成系AIの活用については、文部科学省
から暫定的なガイドラインは出ていますが、まず
は大人がどのように使っていくかを子どもに見せ
ることが大切だというお話をいただきました。

インクルーシブの視点とAIについて



中仙教（地域の研究団体）をDX・各教科でのICT活用例
・振り返りでの活用例
・個別最適な学習について

教科・授業



田中真二朗先生の場合

　結果として残る作品も大切で
すが、学びの過程はもっと大切
なので、１時間ごとに
Powerpointでまとめ、自分で学
習の計画も立てさせました。最
終的には、８時間分の自身の振
り返りをまとめ、2分程度でプレ
ゼンしました。
　デジタル版のポートフォリオ
として、評価する際にもや役立
ちますし、子ども自身が学びを
俯瞰して振り返ることができま
す。

美術科　　
Powerpoint

写真・動画を用いた振り返り「デジタルポートフォリオ」
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中仙地域LDXS
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教科等のDX

研究会をDX

委員会をDX

アドバイザーからの助言など

校務のDX











「Canva」





　まず初めに取り組んだのが、３つの小学校と１つの
中学校を一つのチームにまとめるということです。
「中仙教」という組織として意識的に一つになってい
たものを物理的に一つのチームに組み込むことでより
俊敏な、業務を共有するプラットフォームにすること
ができました。
　主に授業改善に関わることは研究部チーム、校務の
改善については、教務、教頭チームで、ジタルシチズ
ンシップ教育に関するものは児童会、生徒会チームと
大きく３つに分けて実践を重ねていきました。

１

今後もっと繋がるために
各校のそれぞれの取り組みの見える化
題材や単元などの教材を共有
子供たち同士の関わりや成果物の披露
各種講演などの録画、保護者との共有


